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１ モニタリングとデータの見方②

グラフや数値を目で見て確認することで、より的確な判断や対応ができようになります。
作物にとって良好な環境を整えるのに効果的です。

相対湿度

高い値が長時間続いている

病害発生のリスクが高まっている

●作物をみてみたら濡れていた。
●薬散して病気を予防する。
●早朝加温を試す。

飽差

日中、思っていたより高い
（ 相対湿度が低い）

気孔が閉じて が吸えない！

●開ける窓の向きを変えて
飽差を低下させよう。

（ 湿度を高める）

●加湿装置を入れよう。

濃度

日中は思っていたよりずっと低い

光合成速度が低下している！

● 施用装置を入れよう。
●窓の開け方を工夫しよう。

気温

窓を開けたときに急に低下している

作物にストレスがかかっている！

●ゆっくり開けよう。

相対湿度もチェック！
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